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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20252025 66
会員数894名会員数894名
令和７年6月1日現在令和７年6月1日現在

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.80％（令和７年 6月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

◇第124回通常議員総会開催
　～令和６年度の事業報告・決算を承認～

◇あなたの身近なアドバイザー
　令和７年度小規模企業振興委員委嘱
◇新入会員紹介
◇潮流を読む  「中長期的に世界恐慌を招きかね
　ないトランプ政権の相互関税政策」
◇トレンド通信
　 「地域に開かれた社員食堂が見せているもの」
◇クラウドな話  「万博が生み出す乗り物たち」
◇館山市商業協同組合が第39回通常総代会を開催
◇日本史のトビラ  「社会事業家・渋沢栄一」

▲青年部正副会長が、森市長、石井副市長を表敬訪問　令和7年度の活動や館山市の今後の展望・課題点について意見交換

館山商工会議所HP館山商工会議所HP 館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！



発
し
た
株
価
の
暴
落
な
ど
、
世
界

経
済
を
揺
る
が
す
事
態
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

国
内
の
中
小
事
業
者
を
取
り
巻

く
状
況
と
し
て
は
、
賃
上
げ
と
円

安
、
諸
物
価
の
高
騰
、
さ
ら
に
は

労
働
力
不
足
な
ど
の
課
題
が
山
積

し
、
中
小
規
模
事
業
者
の
経
営
を

圧
迫
す
る
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
、
半
導
体
や
Ｉ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
関

連
の
情
報
通
信
産
業
、土
木・建
設・

建
築
産
業
、
医
療
・
福
祉
産
業
な

ど
、全
て
の
産
業・
業
種
に
お
い
て
、

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
労
働
力

不
足
と
人
材
育
成
は
、
非
常
に
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
所
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
、マ
ル
経
融
資
（
小

規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
）
な

ど
各
種
の
融
資
制
度
に
加
え
て
、

経
営
改
善
や
事
業
承
継
、
経
営
発

達
支
援
計
画
の
策
定
、
生
産
性
の

向
上
に
向
け
た
各
種
の
補
助
制
度

活
用
な
ど
、
苦
悩
す
る
会
員
か
ら

の
相
談
に
適
切
に
対
応
す
る
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
、
昨
年
12
月
に
は
館
山
信
用

金
庫
、
館
山
市
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
に
至
り
、
起
業
・

創
業
、
事
業
承
継
及
び
デ
ジ
タ
ル

化
等
経
営
支
援
な
ど
具
体
的
な
12

項
目
に
つ
い
て
、
強
固
に
連
携
し

て
い
く
こ
と
で
、
苦
境
に
立
つ
会

員
事
業
者
に
伴
走
し
、
さ
ら
な
る

経
営
改
善
の
一
助
と
な
る
契
機
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
る
令
和
６
年
11
月
27

日
に
は
、
日
本
商
工
会
議
所
会
頭

を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
来
賓
を

お
迎
え
し
て
、
館
山
商
工
会
議
所

70
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
千
葉
県

業
務
用
設
備
等
脱
炭
素
化
促
進
事

業
補
助
金
を
活
用
し
、
当
商
工
会

館
の
全
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
し

て
、
照
明
器
具
の
交
換
に
対
す
る

省
力
化
と
節
電
に
よ
る
経
費
節
減

を
図
り
ま
し
た
。

　

館
山
湾
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

館
山
総
合
高
校
水
産
校
舎
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
利
活
用
、
船
形
港
に
お
け

る
海
業
、
さ
ら
に
は
、
民
間
主
導

に
よ
る
館
山
湾
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
働
き
掛
け
る
と
と
も

に
、
そ
の
活
動
に
積
極
的
に
参
画

し
て
、
館
山
湾
全
体
の
利
活
用
に

よ
る
地
域
経
済
活
性
化
を
加
速
化

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

会
員
向
け
と
し
て
は
、
７
０
０

タ
イ
ト
ル
に
及
ぶ
「
経
営
に
役
に

立
つ
！
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
無

料
配
信
（
年
度
内
ア
ク
セ
ス
数
１
，

３
９
５
件
）
に
加
え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
情
報
発
信
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
適
宜
、

的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
定
期

的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
継
続
的

な
実
施
を
す
る
こ
と
で
、会
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着

し
て
い
る
８
月
８
日
の
館
山
湾
花

火
大
会
は
、
昨
年
10
月
に
全
国
で

上
映
さ
れ
た
映
画
「
八
犬
伝
」
に

ち
な
ん
で
、
打
ち
上
げ
花
火
と
那

古
山
大
文
字
に
「
犬
」
を
あ
し
ら

う
な
ど
の
趣
向
を
凝
ら
す
こ
と
で
、

観
客
か
ら
も
大
き
な
反
響
を
呼
び

ま
し
た
。

　

以
下
の
と
お
り
、
令
和
６
年
度

に
お
け
る
諸
事
業
を
実
施
致
し
ま

し
た
の
で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

②
令
和
６
年
度
の
決
算
額

　

令
和
６
年
度
の
当
所
決
算
額
は

総
額
で
１
億
５
，
１
１
１
万
円
と
な

り
、
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
７
，
３
３
２
万
円
、

中
小
企
業
相
談
所
特
別
会
計
３
，

５
４
３
万
円
、
会
館
運
営
特
別
会

計
１
，
５
０
８
万
円
、
共
済
事
業

特
別
会
計
２
，
０
８
０
万
円
、
特

定
商
工
業
者
法
定
台
帳
特
別
会
計

２
１
４
万
円
、
創
立
70
周
年
記
念

事
業
特
別
会
計
４
３
４
万
円
。

第
124
回　

通　

常　

議　

員　

総　

会

令
和
令
和
66
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

～
決
算
額
は
１
億

～
決
算
額
は
１
億
55
，１
１
１
万
円
～

，１
１
１
万
円
～

　

当
所
第
１
２
４
回
通
常
議
員
総
会
が
５
月
28
日
（
水
）、
商
工
会

館
で
開
か
れ
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
の
総
括
的
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
令
和
6
年
度
の
概
要

　

全
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経

済
的
打
撃
か
ら
の
脱
却
が
顕
著
と

な
る
一
方
で
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
へ
の
侵

攻
は
長
期
化
し
、
世
界
平
和
の
秩

序
が
混
乱
し
、
そ
の
解
決
の
糸
口

が
見
い
出
せ
な
い
状
況
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
令
和
６

年
度
末
に
は
、
関
税
問
題
に
端
を

一般会計

48.5%

中小企業相談所関係

23.4%

会館運営関係

10.0%

共済事業関係

13.8%

特定商工業者法定台帳

1.4%

70周年関係

2.9%

令和６年度の支出は１億 5,111万円

一般会計

中小企業相談所関係

会館運営関係

共済事業関係

特定商工業者法定台帳

70周年関係

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 6 月 10 日（2）



あなたの身近なアドバイザーあなたの身近なアドバイザー 振興委員は皆様のお世話役です。
経営上の問題でお困りの方、
何でもお気軽にご相談ください。

北
条
地
区

長
須
賀
地
区

館
山
地
区

西
岬
・
神
戸
・
富
崎
地
区

西　澤　賢　治
㈲たてやま住まいる館
北条 2674-11
（☎ 25-3405）

鳥　山　　　誠
金八商店

長須賀 323-1
（☎ 22-0320）

外　立　龍　介
㈲外立商事
北条1123-5
（☎ 23-5346）

安　藤　　　満
安藤商店
笠名1600

（☎ 23-7765）

飯　沼　健　哉
㈲太郎
塩見 225

（☎ 29-1188）

小規模企業振興委員令和7年度

船
形
地
区安　田　邦　春

㈲ ナチュール
船形1321-1
（☎ 27-4730）

山　本　太一郎
菓子匠 やまもと
北条1821

（☎ 22-0835）

新入会員紹介 どうぞよろしくお願いいたします！
事業所名 代表者 住　所 営業種目

【会員】 ㈱オリシャ 深津　純子 　見物782
コテージ、民泊などの宿泊
音楽やアートを通じたコミュ
ニティやイベント活動

〃 仲野商店 仲野　智 　那古705-10 鮮魚運搬

〃 シュウセン興業 藤川　崇志 　小原154-3 土木・建設

〃 ㈲シマダデンキ 島田　真 　坂田97-3 電気・空調工事

〃 ㈱wellstone（ウェルストーン） 石井　弘恵 　北条1713-5
障害者グループホーム
不動産業　宿泊業

〃
TRAYCLE market

（トレイクル マーケット）
知識　絵理子 　館山95-70

コーヒーなどのドリンクや
焼き菓子の提供
食品や雑貨の販売

【特別会員】 ㈱房総農業会社 安田　修康 南房総市明石86 農業（野菜作り）

〃 アーザスエンジニアリング㈱ 牧野　雅行 南房総市御庄260-1 建設業（空調設備）

会 議 所 だ よ り
（3） 令 和 7 年 6 月 10 日



潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
今
回
の
相
互

関
税
政
策
が
世
界
貿
易
を
分
断
す
る

こ
と
と
な
れ
ば
、「
長
期
的
に
は
世
界

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
７
％
近
く
減
少
す

る
可
能
性
」
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
ま
さ
に
世
界
恐
慌
と
同
程
度
の

大
規
模
な
経
済
危
機
を
引
き
起
こ
す

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
て
い
る
と

い
え
る
。
た
だ
し
、
同
日
に
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
、
米
国
の
対
中
国
関
税
率
を

１
２
５
％
に
引
き
上
げ
、
そ
の
他
の
国

に
対
し
て
は
相
互
関
税
の
90
日
間
の
一

時
停
止
を
発
表
し
、
そ
の
間
、
関
税

率
は
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
10
％
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
措
置
を

踏
ま
え
れ
ば
、
結
局
は
米
国
の
最
大

の
貿
易
赤
字
国
［
注
３
］
で
あ
る
中

国
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
政
策
と
い
え

る
。
前
述
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
の
声

明
で
も
、「
米
国
と
中
国
の
間
の
貿
易

摩
擦
の
激
化
は
、
世
界
貿
易
の
約
３
％

を
占
め
る
二
国
間
貿
易
の
急
激
な
縮

小
と
い
う
重
大
な
リ
ス
ク
を
も
た
ら

し
て
い
る
」
と
し
、「
２
国
間
の
経
済

圏
の
貿
易
は
80
％
程
度
減
少
す
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

前
記
（
２
）
に
つ
い
て
は
、
４
月
２

日
以
降
は
、
相
互
関
税
政
策
の
米
国

経
済
成
長
へ
の
不
確
実
性
の
高
ま
り

か
ら
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
金
融
政
策
の
緩
和

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
「
解
放
記
念

日
」
と
称
し
た
４
月
２
日
に
導
入
さ

れ
た
相
互
関
税
政
策［
注
１
］に
よ
り
、

以
前
に
筆
者
が
挙
げ
た
、
世
界
経
済

の
成
長
を
不
確
実
に
す
る
「
２
０
２

５
年
以
降
に
考
え
ら
れ
る
〝
荒
波
〟」

の
三
つ
の
う
ち
二
つ
は
現
実
の
も
の
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
具
体
的
に
は
、（
１
）

保
護
主
義
的
な
関
税
政
策
に
よ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混

乱
、（
２
）
金
融
政
策
に
お
け
る
緩
和

姿
勢
へ
の
転
換
の
中
断
に
伴
う
想
定

外
の
米
国
の
中
長
期
金
利
高
止
ま
り
、

と
い
う
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
現
実
味
を

帯
び
て
い
る
。

　

前
記
（
１
）
に
つ
い
て
は
、
４
月

９
日
に
発
表
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局

長
の
ン
ゴ
ジ
・
オ
コ
ン
ジ
ョ
・
イ
ウ
ェ

ア
ラ
博
士
の
声
明
［
注
２
］
の
中
で

に
は
踏
み
切
れ
ず
、
長
期
金
利
は
高

止
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
物
価
が
上

昇
し
た
ま
ま
で
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
景
気

後
退
）
に
陥
る
米
国
経
済
の
ス
タ
グ

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る

［
注
４
］。
こ
れ
に
よ
り
、
米
国
経
済

の
先
行
き
の
不
透
明
さ
に
よ
る
米
国

の
株
式
相
場
の
下
落
や
主
要
通
貨
に

対
す
る
ド
ル
安
を
招
い
た
。
加
え
て
、

４
月
10
日
に
は
、
安
全
資
産
と
さ
れ

る
米
国
債
ま
で
売
ら
れ
「
ト
リ
プ
ル

安
」
の
発
生
［
注
５
］
と
な
り
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
政
策
運
営
に
対
す
る

市
場
か
ら
の
信
頼
も
揺
ら
い
で
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
世
界
経

済
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
相
互
関
税
政

策
に
完
全
に
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
長
期
に
わ

た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
相
互

関
税
政
策
の
一
時
的
な
停
止
に
よ
っ

て
、
中
国
以
外
の
国
と
の
貿
易
戦
争

を
先
送
り
し
て
も
、
米
中
の
貿
易
戦

争
の
終
結
が
見
通
せ
な
い
中
、
世
界

経
済
成
長
の
将
来
の
不
確
実
性
と
懸

念
が
解
消
さ
れ
る
に
は
程
遠
い
で
あ

ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、
大
和
総
研
［
注
６
］
で
は
４
月

３
日
の
試
算
で
相
互
関
税
に
よ
る
日

本
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
へ
の
影
響
を
25
年

で
▲
０
・
６
％
、
29
年
で
▲
１
・
８
％

程
度
と
試
算
し
て
い
た
が
、
相
互
関

税
政
策
の
90
日
間
の
一
時
停
止
措
置

を
踏
ま
え
、「
２
０
２
５
年
で
▲
０
・

２
％（
４
月
３
日
試
算
と
の
差
は
＋
０
・

４
％
ｐ
ｔ
）、
２
０
２
９
年
で
▲
０
・

６
％
（
同
＋
１
・
２
％
ｐ
ｔ
）
程
度
と

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
下
押
し
幅
が
縮
小
」
す
る

と
試
算
し
て
い
る
。
今
後
の
懸
念
点

と
し
て
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
関
税
だ
け
で

な
く
、
自
動
車
や
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
製
品
な
ど
に
対
す
る
品
目
別
関
税

措
置
も
継
続
」
と
「
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
半
導
体
、
医
薬
品
、
銅
、
木
材
等

の
関
税
率
引
き
上
げ
を
検
討
」
を
挙

げ
て
い
る
。〝
荒
波
〟
は
う
ね
り
を
伴

う
〝
大
波
〟
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

当
然
な
が
ら
中
長
期
的
な
日
本
へ
の

影
響
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
4
月
11
日
執
筆
）

［
注
１
］
米
国
が
４
月
５
日
か
ら
１
8

５
カ
国
に
一
律
10
％
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

関
税
を
課
し
、
４
月
９
日
に
日
本
や

中
国
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
特
定
の
国
・
地

域
に
対
し
て
よ
り
高
水
準
の
関
税
を

課
す
と
い
う
政
策
。

［
注
２
］Statem

ent by the Director-
General on escalating trade tensions

D
r.N

gozi O
konjo-Iw

eala, 
D

irector-General of the W
T

O
, 

issued the follow
ing statem

ent 
on 

9 A
pril

（https://w
w

w
.w

to.
org/english/new

s_e/new
s25_e/

dgno_09apr25_e.htm

）

［
注
３
］
２
０
２
４
年
（
年
間
）
の

モ
ノ
の
輸
出
額
か
ら
輸
入
額
を
差
し

引
い
た
貿
易
赤
字
額
は
中
国
が
２
９

５
４
億
ド
ル
と
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
全

体
の
貿
易
赤
字
額
１
兆
１
３
２
４

億
ド
ル
の
26
％
を
占
め
る
。
２
位
の

欧
州
連
合
は
２
３
５
６
億
ド
ル
（
出

所
は
25
年
２
月
５
日
公
表
のThe 

U.S. Census Bureau and the U.S. 
Bureau of Econom

ic A
nalysis 

"U
.S. International T

rade in 
Goods and Services, Decem

ber 
and A

nnual 2024"

）

［
注
４
］
矢
作 

大
祐
、
久
後 

翔
太
郎

「『
相
互
関
税
』
に
よ
る
米
国
経
済
へ

の
影
響
は
？
」
大
和
総
研
レ
ポ
ー
ト

25
年
４
月
８
日

［
注
５
］
日
本
経
済
新
聞
「
米
関
税
停

止
、
背
景
に
米
国
債
売
り　
『
金
融
戦

争
』
市
場
が
警
戒
」
25
年
４
月
10
日

［
注
６
］
久
後 

翔
太
郎
、
秋
元 

虹
輝

「『
相
互
関
税
』
に
よ
る
日
本
の
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
へ
の
影
響
は
最
大
で
▲
１
・

８
％
」
大
和
総
研
レ
ポ
ー
ト
25
年
４

月
３
日
、「『
相
互
関
税
』
一
部
停
止
の

日
本
経
済
へ
の
影
響
」
大
和
総
研
レ

ポ
ー
ト
25
年
４
月
10
日

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢

「
中
長
期
的
に
世
界
恐
慌
を
招
き
か
ね
な
い

「
中
長
期
的
に
世
界
恐
慌
を
招
き
か
ね
な
い

　
　
　
　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
相
互
関
税
政
策
」

　
　
　
　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
相
互
関
税
政
策
」

会 議 所 だ よ り
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紀
伊
半
島
の
南
紀
白
浜
空
港

（
熊
野
白
浜
リ
ゾ
ー
ト
空
港
）
の
す

ぐ
そ
ば
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
く

お
り
亭
」
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。こ

ち
ら
は
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
と

い
う
Ｉ
Ｔ
企
業
の
社
員
食
堂
で
、

一
般
の
客
も
利
用
で
き
る
お
店
に

な
っ
て
い
ま
す
。と
て
も
人
気
が

あ
り
、
私
が
訪
れ
た
時
も
、
開
店

時
間
に
は
す
で
に
10
人
ほ
ど
が

行
列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。日

替
わ
り
定
食
は
７
０
０
円
で
、
白

米
の
ほ
か
２
種
類
の
玄
米
や
お
か

ゆ
も
選
べ
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ

と
サ
ラ
ダ
、
小
鉢
、
ス
ー
プ
が
付
い

て
い
ま
す
。全
体
的
に
健
康
に
配

慮
し
た
素
材
や
味
付
け
で
、
野

菜
や
米
な
ど
に
地
元
食
材
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。利

用
し
て
い
る
一
般
客
は
、
地
元
の

シ
ニ
ア
層
や
女
性
の
一
人
客
、
出

張
で
当
地
を
訪
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

時
に
よ
っ
て
は
、
食
堂
の
一
角
で

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
が
開
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
食
堂
を
運
営
す
る
ク
オ
リ

テ
ィ
ソ
フ
ト
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管

理
ソ
フ
ト
な
ど
を
手
掛
け
る
１
９

８
４
年
創
業
の
Ｉ
Ｔ
企
業
で
、
白

浜
本
社
の
ほ
か
、
東
京
、
大
阪
、
仙

台
に
支
社
を
持
っ
て
い
ま
す
。社
員

食
堂
が
あ
る
本
社
は
太
平
洋
を
見

下
ろ
す
高
台
に
あ
り
、
も
と
も
と

リ
ゾ
ー
ト
保
養
施
設
だ
っ
た
と
い

う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。東
京
で
創

業
し
ま
し
た
が
、
創
業
者
の
出
身

地
で
あ
る
和
歌
山
県
熊
野
地
域
の

白
浜
町
に
本
社
を
移
転
し
、
社
員

食
堂
も
置
い
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

実
は
、
白
浜
町
は
も
と
も
と
温

泉
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
は
「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
聖
地
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。自
治
体
の
強
い
後
押
し
も

あ
っ
て
環
境
を
整
備
し
た
結
果
、

セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
や
三
菱
地
所

な
ど
大
手
企
業
が
い
く
つ
も
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て
い

ま
す
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
仕
事

（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
）
と
休
暇
（
Ｖ
ａ
ｃ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
）
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉

で
、
普
段
の
職
場
と
は
異
な
る
場

所
で
仕
事
を
す
る
働
き
方
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
テ
レ

ワ
ー
ク
が
普
及
し
た
こ
と
で
、広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
員
食
堂
を
一
般
客
に
も
開
放

す
る
と
い
う
試
み
は
、
全
国
各
地

で
多
く
見
ら
れ
ま
す
。地
元
の
食

材
を
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
料

理
の
提
供
自
体
を
地
元
の
事
業
者

が
交
代
で
受
け
持
つ
と
い
っ
た
例

も
あ
り
ま
す
。企
業
が
工
場
や
本

社
の
あ
る
場
所
で
、
自
社
の
商
品

を
販
売
し
た
り
、
製
造
現
場
を
見

せ
た
り
す
る
施
設
を
持
つ
こ
と
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、
社
員

も
利
用
す
る
場
所
を
一
般
に
公
開

す
る
社
員
食
堂
と
、
商
品
を
直
売

す
る
こ
と
や
工
場
見
学
と
は
、
役

割
や
効
果
が
違
う
と
感
じ
ま
す
。

　

直
売
店
や
工
場
は
、
あ
く
ま
で

も
企
業
と
顧
客
の
接
点
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
社
員
食
堂
は
、
企
業

と
そ
こ
で
働
く
人
と
の
接
点
で

す
。つ
ま
り
、
自
社
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
よ
り
も
、
会
社
が
従
業
員
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を

持
ち
、
そ
れ
を
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
形
で
提
供
し
て
い
る
か
を

見
せ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
業
種

業
態
で
人
手
不
足
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。大
手
企
業
で
あ
っ
て

も
人
材
の
確
保
と
定
着
は
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
で
す
。開
か
れ

た
社
員
食
堂
を
通
じ
た
、
一
般
社

会
へ
の
情
報
発
信
は
と
て
も
大

き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト　
　
　
　

渡
辺　

和
博

　
「
地
域
に
開
か
れ
た
社
員
食
堂
が

　
　
　
　
　
　
　
　

見
せ
て
い
る
も
の
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

営業時間 11:00 ～ 16:00　水曜定休

館山市湊 493-24　昭和運送興業㈱となり

八犬士バーガー新登場！

会 議 所 だ よ り
（5） 令 和 7 年 6 月 10 日



　

大
阪
・
関
西
万
博
が
始
ま
り
ま

し
た
。未
来
や
世
界
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
万
博
は
、心
が
躍
り
ま

す
ね
。私
も
小
学
生
の
時
に
つ
く
ば

万
博
が
開
催
さ
れ
、あ
れ
も
こ
れ
も

見
た
い
と
何
度
も
出
か
け
た
も
の

で
す
。３
Ｄ
映
像
や
携
帯
電
話
、
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
を
見
て
ワ
ク
ワ
ク
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。中
に
は
新
し

い
交
通
機
関
、未
来
の
乗
り
物
も
あ

り
ま
し
た
。そ
れ
ら
は
、
後
に
実
現

し
た
物
も
あ
り
、ま
さ
に
万
博
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
乗
り
物
と
も
い
え

ま
す
。

　

１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博
に
お

い
て
は
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た「
動
く
歩
道
」の
ほ
か
に
、
会

場
を
回
る
「
モ
ノ
レ
ー
ル
」
も
注
目

さ
れ
ま
し
た
。す
で
に
羽
田
空
港
へ

の
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
は
あ
り
ま
し

た
が
、
都
市
交
通
に
適
し
た
構
造

と
し
て
、日
本
独
自
に
研
究
さ
れ
た

平
床
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
初
め
て
で

し
た
。渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
交

通
手
段
で
、高
所
か
ら
の
展
望
が
良

く
、
観
光
面
の
効
果
も
あ
る
た
め
、

そ
の
後
は
多
摩
や
沖
縄
な
ど
全
国

に
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
万
博
に
向
か
う
ア
ク
セ

ス
手
段
と
し
て
、
初
め
て
乗
る
人
が

多
か
っ
た「
新
幹
線
」は
、「
動
く
パ

ビ
リ
オ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。当
時
は
、
夢
の
超
特
急
と
も
い

わ
れ
て
い
た
乗
り
物
が
、次
第
に
日

常
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高

速
鉄
道
時
代
へ
と
世
界
を
変
え
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

１
９
８
５
年
の
つ
く
ば
万
博
で

は
、「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
」が
大

き
な
ト
ピ
ッ
ク
で
し
た
。磁
石
の
反

発
力
を
利
用
し
浮
上
し
て
進
む
リ

ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
は
、
当
時
の
国

鉄
で
実
験
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
図
鑑
で
見
る
だ
け
の
遠
い

夢
の
鉄
道
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。と

こ
ろ
が
、万
博
会
場
内
で
は
浮
上
の

仕
組
み
は
違
う
も
の
の
、実
際
に
走

行
を
可
能
に
し
、人
も
乗
れ
る
と
い

う
こ
と
が
非
常
に
驚
き
で
し
た
。未

来
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
と
実
感
し

た
も
の
で
す
。

　

そ
の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
は
、

２
０
０
５
年
の
愛
知
万
博
で
、会
場

へ
の
ア
ク
セ
ス
鉄
道
に
採
用
さ
れ
、

愛
知
高
速
鉄
道
「
リ
ニ
モ
」
と
し
て

開
業
し
ま
し
た
。つ
く
ば
万
博
か
ら

20
年
後
の
万
博
で
初
の
営
業
運
転

が
実
現
し
た
わ
け
で
す
。

　

つ
く
ば
万
博
で
は
、
も
う
一
つ
注

目
す
る
乗
り
物
が
あ
り
ま
し
た
。

「
連
節
バ
ス
」
で
す
。２
台
の
バ
ス
が

つ
な
が
っ
た
よ
う
な
構
造
の
バ
ス

で
、臨
時
の
万
博
中
央
駅
か
ら
会
場

へ
と
多
く
の
客
を
輸
送
す
る
た
め
、

日
本
で
初
め
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

法
律
の
制
限
に
よ
り
、本
格
導
入
は

13
年
後
の
千
葉
の
幕
張
か
ら
で
し

た
が
、
今
は
岐
阜
市
を
始
め
全
国

の
主
要
都
市
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、今
回
の
大
阪
・
関
西
万

博
で
は
、「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」に
注
目

し
て
い
ま
す
。万
博
は
こ
れ
ま
で
夢

の
よ
う
な
乗
り
物
を
実
現
へ
と
導

い
て
き
ま
し
た
。私
も
間
も
な
く
、

会
場
で
ク
ル
マ
が
飛
ぶ
様
子
を
楽

し
み
、未
来
の
移
動
手
段
に
思
い
を

は
せ
る
つ
も
り
で
す
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士　

藤
富  

郷

「
万
博
が
生
み
出
す
乗
り
物
た
ち
」

会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 6 月 10 日（6）



『商工会議所福祉制度キャンペーン』
実施のお知らせ

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉

制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所および

アクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

館
山
市
商
業
協
同
組
合
が
第
39
回
通
常
総
代
会
を
開
催

～
令
和
６
年
度　
市
内
共
通
商
品
券
の
実
績
等
を
報
告
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
等
を
審
議
～

　

館
山
市
商
業
協
同
組
合（
代
表

理
事 

加
藤
克
美
）で
は
、５
月
２７
日

（
火
）に
第
３９
回
通
常
総
代
会
を
開

催
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、令
和
６
年
度
の
事
業

報
告・決
算
報
告
と
、令
和
７
年
度
の

事
業
計
画（
案
）・
収
支
予
算（
案
）が

審
議
さ
れ
た
。

　

商
業
協
同
組
合
は
組
合
員
の
絶
大

な
る
協
力
の
も
と
、市
内
共
通
商
品
券

に
よ
る
地
域
商
業
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、

既
存
商
品
券
と
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
販
売・回
収
実
績
が
報
告
さ
れ
、令

和
７
年
度
事
業
計
画
で
は
、現
下
の

厳
し
い
経
営
環
境
か
ら
大
幅
な
売
上

の
増
加
は
見
込
め
な
い
が
、地
域
内
消

費
の
一
助
と
な
る
よ
う
積
極
的
な
事
業

展
開
で
取
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 葛西　　博　先生
	 川名　敏昭　先生

■商標	特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

「会議所だより」に広告を掲載される
会員事業所を募集しております!!

【掲載料】
約45mm×約85mm

10,800円～
問合せ　館山商工会議所問合せ　館山商工会議所
　　　　℡ 0470-22-8330　　　　℡ 0470-22-8330

出前講座は、市職員や市民ボランティアが講師として皆様のもとへ出かけて、出張講座を開く制度です。
地域の集会や職場研修会などで、行政制度や市の現状・公共サービスについて勉強しませんか？
ぜひお気軽にご相談ください。
※メニュー・講師派遣申込書など、詳細は館山市ホームページをご覧ください。
　生涯学習課（館山市コミュニティセンター）・各地区公民館等でも配布しております。
　https://www.city.tateyama.chiba.jp/syougaigaku/page100001.html

【問い合わせ・申し込み】 　館山市教育委員会教育部生涯学習課社教文化係
TEL：22-3698 ／ FAX：22-6560 ／ E メール：shakyobunka@city.tateyama.chiba.jp

ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペー
ン」を6月末日まで実施しております。本キャ
ンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆
様にご理解いただき、会員事業所の福祉向上に
お役立ていただくことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆
様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に
備えた様々な保障ニーズにお応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担
当社員がお伺いした際には、是非ご協力いただ
きますようお願い申しあげます。

生涯学習出前講座「でまえ・いっしょ」の令和７年度メニューが完成しました！

  新入会員募集中！
皆さまのお知り合いで、最近事業をはじめた方や、まだ会員
でない方などいらっしゃいましたら、是非ご紹介ください。

お問い合わせは 館山商工会議所まで  ℡ 22-8330℡ 22-8330

◆ 講演会・研修会などが、おもに無料で受講できます。
◆ 各種公的資金融資の斡旋・資金繰りの相談が受けられます。
◆ 経営に関する各種の相談・指導を受けることができます。
◆ 各種共済・保険などへ割安な掛金で加入できます。

会 議 所 だ よ り
（7） 令 和 7 年 6 月 10 日
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新
札
（
１
万
円
札
）
の
肖
像
と

な
っ
た
渋
沢
栄
一
は
「
日
本
資
本

主
義
の
父
」
と
い
わ
れ
、
生
涯
に

約
５
０
０
社
の
企
業
の
創
業
や

経
営
に
関
わ
っ
た
大
実
業
家
だ

が
、
そ
れ
を
上
回
る
約
６
０
０
の

社
会
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
。
明

治
初
期
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
き
た

の
が
東
京
の
「
養
育
院
」
だ
。
明

治
５
（
１
８
７
２
）
年
に
ロ
シ
ア

の
王
族
が
東
京
を
訪
問
す
る
際

に
、
東
京
に
路
上
生
活
者
が
多
い

こ
と
か
ら
、
明
治
政
府
が
自
活
で

き
な
い
人
々
を
保
護
し
た
こ
と
が

始
ま
り
だ
。
施
設
は
や
が
て
東
京

府
の
管
轄
と
な
り
、
管
理
は
栄
一

に
委
託
さ
れ
た
。

　

養
育
院
の
施
設
は
上
野
の
護

国
院
の
一
部
が
充
て
ら
れ
た
が
、

こ
こ
を
初
め
て
訪
れ
た
栄
一
は
驚

い
た
。
子
ど
も
た
ち
が
老
人
や
病

人
と
一
緒
の
部
屋
に
詰
め
込
ま

れ
、
精
気
が
な
く
、
笑
い
も
泣
き

も
せ
ず
無
表
情
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
多
く
は
、
親
に
捨
て
ら

れ
た
子
だ
っ
た
。

　

栄
一
は
生
活
環
境
が
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
と
考
え
、
子
ど
も

を
老
人
や
病
人
と
分
け
て
生
活

さ
せ
、
職
員
た
ち
に
「
子
ど
も
が

笑
う
の
も
泣
く
の
も
、
自
分
の

欲
を
父
母
に
訴
え
て
満
た
そ
う

と
す
る
た
め
。
な
の
に
、
養
育
院

の
子
に
は
そ
う
し
た
楽
し
み
が

な
い
。
だ
か
ら
依
頼
心
が
起
こ
ら

ず
、
表
情
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
だ
。
彼
ら
に
家
族
的
な
幸
せ

を
与
え
て
や
る
た
め
、
あ
な
た
方

職
員
は
、
子
ど
も
た
ち
の
本
当
の

親
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
指
導
し

た
の
で
あ
る
。
結
果
、
子
ど
も
た

ち
の
表
情
は
み
る
み
る
変
わ
っ
て

い
っ
た
と
い
う
。

　

明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
、
東

京
府
会
は
、
養
育
院
の
費
用
を

廃
止
す
る
動
き
を
見
せ
た
。
慈

善
事
業
は
怠
け
者
を
つ
く
る
だ

け
だ
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
。

栄
一
は
勘
違
い
も
甚
だ
し
い
と
強

く
反
対
し
た
が
、
翌
16
（
１
８
８

３
）
年
、
養
育
院
の
廃
止
が
決

議
さ
れ
て
し
ま
う
。
す
る
と
栄
一

は
、
東
京
府
知
事
の
芳
川
顕
正
と

相
談
し
、
今
後
も
養
育
院
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
に
決
め
、
運
営
の

た
め
の
基
本
財
産
づ
く
り
に
奔

走
し
た
。
東
京
府
の
共
有
財
産

で
あ
っ
た
和
泉
橋
の
地
所
の
売

却
代
金
、
栄
一
を
は
じ
め
有
志
の

寄
付
金
な
ど
を
か
き
集
め
、
さ

ら
に
明
治
17
・
18
（
１
８
８
４
、

85
）
年
か
ら
は
広
く
一
般
か
ら
寄

付
金
を
募
っ
た
。
こ
う
し
て
運
営

の
メ
ド
が
立
つ
と
、
明
治
18
（
１

８
８
５
）
年
か
ら
栄
一
は
東
京
府

養
育
院
の
院
長
と
な
り
、
事
務

を
総
括
す
る
。
明
治
23
（
１
８
９

０
）
年
、
養
育
院
は
東
京
市
に
付

属
す
る
公
的
施
設
に
戻
る
が
、
そ

の
後
も
栄
一
は
死
ぬ
ま
で
院
長
と

し
て
養
育
院
の
発
展
に
努
め
、
千

葉
県
安
房
郡
、
東
京
府
の
巣
鴨
、

井
の
頭
な
ど
へ
も
次
々
と
養
育
施

設
を
拡
大
し
、
明
治
43
（
１
９
１

０
）
年
に
は
１
８
０
０
人
を
超
え

る
子
ど
も
を
保
護
す
る
ま
で
に

発
展
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
栄
一
は
、
学
校
の
設

立
、
明
治
神
宮
や
南
湖
神
社
の

創
建
、
関
東
大
震
災
の
復
興
支

援
、
日
米
の
民
間
外
交
な
ど
、
多

く
の
社
会
事
業
に
携
わ
っ
た
。
新

札
の
肖
像
に
選
ば
れ
た
の
は
、
偉

大
な
実
業
家
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
社
会
事
業
に
よ
っ
て
人
々
の

幸
せ
に
尽
く
し
た
業
績
も
大
き

く
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

歴
史
作
家　
　

河
合　

敦

「
社
会
事
業
家
・
渋
沢
栄
一
」

会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 6 月 10 日（8）


